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	項　　目
	内　　　　　容

	テ　ー　マ
	いま、日本では、社会のあらゆる局面で、貧困問題が顕在化している。貧困・格差社会においては、生活保護に至る手前で困窮し、孤立する人々をどのように把握・支援するかが課題となる。2015年４月から「生活困窮者自立支援法」が施行され、福祉事務所を設置するすべての自治体で自立相談支援事業が実施される。貧困の連鎖を防ぐために、自治体がどのように実効性を確保していくかを考える。また、生活・就労支援を行うにあたり、福祉事務所・ハローワーク・ＮＰＯ・社協等と連携して、地域社会におけるセーフティネットをどのように再構築していくか、地域社会と自治体の課題・役割に焦点をあてて議論を行う。また、自治体職員の人材育成のあり方についても検討する。

	佐賀自治研で
取り上げる
自治研的課題
	●　生活保護に至る手前で困窮し、孤立する人々をどのように把握するか
●　生活・就労支援を行うにあたり、地域社会におけるセーフティネットをどのように再構築していくか
●　貧困の連鎖を防ぐために、自治体がどのような支援策を講じられるか

	課題解決に向けた
先進的活動
	佐賀市（生活困窮者自立促進支援モデル事業実施自治体）

宇佐市、福井市、福岡市、伊万里市、八王子自治研究センター

	タイムスケジュール
	９：30　　開　　会

問題提起：「生活困窮者自立支援をどう実現するのか」
　　　　　　　宮本　太郎（中央大学法学部教授）
　●　現代日本における貧困・格差社会の現状
　●　生活困窮者自立支援法の本格実施にあたって
　●　社会的包摂と連帯社会の構築
要請レポート、自主レポート、参加者からの報告・質疑、意見交換、
助言者からのコメント
　佐賀市における生活困窮者支援の取り組みと課題について

　　　佐賀県本部／佐賀市職員労働組合　青柳　　勝

　市民感覚を大切にしながら　 ― 生活保護の現場から ― 
　　　福岡県本部／福岡市職員労働組合　井上　　健

　若者の貧困から見える課題と自立支援

　　　東京都本部／一般社団法人八王子自治研究センター・事務局長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤千恵子
問題提起：「貧困・格差社会の是正とセーフティネットの再構築」
　　　　　　　駒村　康平（慶応大学経済学部教授）
　●　貧困の連鎖の防止
　●　生活・就労支援と地域社会におけるセーフティネットの再構築
　●　地域社会と自治体・自治体職員の役割・連携
　　（ハローワーク、福祉事務所、社協、ＮＰＯ法人）
　●　生活保護制度改革
要請レポート、自主レポート、参加者からの報告・質疑、意見交換、
助言者からのコメント
16：00　　閉　　会
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